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ポポポーーーララランンンドドド政政政治治治・・・社社社会会会情情情勢勢勢   
（（（２２２０００１１１２２２年年年２２２月月月１１１６６６日日日～～～２２２２２２日日日）））   

平成 24 年（2012 年）2 月 24 日 
 

H E A D L I N E S 

政治 
トゥスク首相，欧州議会でＡＣＴＡ否決を要請する書簡発出 
パヴラク副首相，ＰＳＬの年金制度改革案を堅持 
トゥスク首相，各閣僚と個別面談を実施 
コモロフスキ大統領が最も信頼される政治家 
トゥスク首相，野党に年金制度改革への理解を求める 
ポーランド海軍，英海軍と共同訓練 
コモロフスキ大統領，リトアニア訪問 

シェモニャク国防相，国防省の安全保障・防衛関連施策を承認 

ベルズィンシュ・ラトビア大統領，ポーランド訪問 

ポーランド・チェコ両国の国防及び外務次官による四者協議開催 

ランメル独下院議長，ポーランド訪問 

外務省，ベラルーシによる下院議員団への入国拒否を非難 

政府，アフガニスタン派遣延長等軍部隊の海外派遣案を大統領に上申 

コパチ下院議長，チェコ訪問 

経済 
石炭鉱業部門が過去最高収益 

ブルガリアがポーランド産卵の販売を禁止 

バイオガス･プラントが今後ブームになる見込み 

家計貯蓄が間もなく１兆ズロチに 

FDI２０１１年実績及び２０１２年見通し，何れも良好 

２０１１年財政赤字が当初案より縮小 

欧州委員会がイノベーション経済プログラム向け補助金の拠出を停止 

社会 
心筋梗塞による死亡減少 

大使館からのお知らせ                                                          
平成２４年度分教科書の配付について 

ヴロツワフ領事出張サービスについて 

東日本大震災義捐金受付について 

文化行事・大使館関連行事 

在ポーランド日本国大使館 

ul.Szwolezerow 8, 00-464 Warszawa  Tel:+48 22 696 5000 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm 
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政    治 

内    政 
 

トゥスク首相，欧州議会でＡＣＴＡ否決を要請する書

簡発出【１７日】 

１７日，トゥスク首相は，偽造品の取引の防止に関

する協定（ＡＣＴＡ）を批准しない考えを表明。欧州議

会の欧州人民党（ＥＰＰ）に所属する欧州議員と会談

し，欧州議会においてＡＣＴＡを否決するよう申し入

れを行った。 

 

パヴラク副首相，ＰＳＬの年金制度改革案を堅持【１

９日】 

１９日，政府が検討する年金制度改革に関して，

連立与党である農民党（ＰＳＬ）のパヴラク党首（副首

相）は，児童を持つ女性への年金支給年齢引き上げ

について緩和すべきとする対案を発表。トゥスク首相

と同副首相は２３日に本件について協議する予定。 

 

トゥスク首相，各閣僚と個別面談を実施【２２日】 

トゥスク首相は，政権２期目が発足して１００日が

経過したのを機に，各閣僚と個別面談を開始した。

まず，シコルスキ外相及びロストフスキ財務相と面談

を行い，両相のＥＵ関係での取組を評価。 

 

コモロフスキ大統領が最も信頼される政治家【２２

日】 

２２日，ＣＢＯＳ世論調査によれば，最も信頼され

るポーランドの政治家はコモロフスキ大統領（７２％）

となり，以下，パヴラク副首相（５０％），シコルスキ外

相（４８％），トゥスク首相（４４％）の順となった。 

 

トゥスク首相，野党に年金制度改革への理解を求め

る【２２～２３日】 

トゥスク首相は，先週の民主左翼連合（SLD），「パ

リコト運動」に引き続き，２２日に最大野党「法と正

義」（ＰｉＳ）を，２３日に「連帯ポーランド」会派をそれ

ぞれ往訪し，年金制度改革への理解を求めた。両右

派野党はそれぞれ反対の意向を表明した。 

 

外    交 
 

ポーランド海軍，英海軍と共同訓練【１５～１７日】 

１５～１７日，ポーランド海軍はバルト海に於いて

英海軍と共同訓練を実施。訓練項目は海・空からの

攻撃に対する船団護衛。英海軍からは艦隊旗艦で

もある揚陸艦「ＨＭＳ Ｂｕｌｗａｒｋ」が参加。 

 

コモロフスキ大統領，リトアニア訪問【１６日】 
 １６日，コモロフスキ大統領は，リトアニアを訪問

し，グリボウスカイテ・リトアニア大統領と会談。エネ

ルギー安全保障やミサイル防衛等，５月のＮＡＴＯ首

脳会合の議題について協議した後，ともにリトアニア

独立記念日式典に出席。また，コモロフスキ大統領

は，現地のポーランド語学校を訪問し，在リトアニア・

ポーランド人活動家と対話。 

 

シェモニャク国防相，国防省の安全保障・防衛関連

施策を承認【１６日】 

１６日，シェモニャク国防相は，国防省による全２７

６件の安全保障・防衛関連施策を承認。主なものと

しては，先進練習機（ＡＪＴ：Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｊｅｔ Ｔｒａｉｎｅ

ｒ）の導入，戦闘支援ヘリ，新型潜水艦，戦術中距離

ＵＡＶの調達等。 

 

ベルズィンシュ・ラトビア大統領，ポーランド訪問【１６

～１７日】 
 １６～１７日，ベルズィンシュ・ラトビア大統領は，ポ

ーランドを訪問。コモロフスキ大統領と会談し，ポー

ランドとバルト三国との間でのエネルギー協力等に

ついて協議したほか，トゥスク首相との会談では，Ｅ

Ｕの財務問題等について協議。また，同大統領の訪

問にあわせ，第二次世界大戦後にポーランドで発見

され保管・展示されていたラトビアの古美術品２点を

同国に返還する式典が開催され，コモロフスキ大統

領からベルズィンシュ大統領にルネサンス様式の燭

台が手渡された。 

 

ポーランド・チェコ両国の国防及び外務次官による

四者協議開催【１７日】 

１７日，ポーランド・チェコ両国の国防次官，外務

次官による四者協議がプラハにて開催。両国間及び

ヴィシェグラード・グループ内の安全保障面における

協力，５月のＮＡＴＯ首脳会合で議題となる問題（アフ

ガニスタン，ミサイル防衛，ＮＡＴＯ・露間の協力）等

について協議。 

 

ランメル独下院議長，ポーランド訪問【１７日】 
 １７日，ランメル独下院議長は，ポーランドを訪問

し，コパチ下院議長と会談。両国及びワイマール三

国の議会間協力の発展，４月にワルシャワで開催さ

れるＥＵ加盟国国会議長会合の準備，ＥＵ共通安全

保障・防衛政策に対する議会のコントロール等につ

いて協議。また，ランメル下院議長はコモロフスキ大

統領とも会談。 

 

外務省，ベラルーシによる下院議員団への入国拒

否を非難【２１日】 
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 ２１日，在ベラルーシ・ポーランド人との協議のた

め，陸路グロドノに向かっていたポーランド下院議員

６名（「在外ポーランド人との連携委員会」メンバー）

は，国境において，ベラルーシ側から入国を拒否さ

れた。ベラルーシ側は，同訪問に関する事前連絡が

なかったための措置と説明したものの，ポーランド外

務省は非民主的行為として，これを非難。 

 

政府，アフガニスタン派遣延長等軍部隊の海外派遣

案を大統領に上申【２１日】 

２１日，政府は４月１３日に期限切れとなるアフガ

ニスタンにおけるＩＳＡＦミッションについて，２０１２年

１０月１３日まで延長する案を大統領に上申。派遣人

員数は現在と変わらず２，５００名（国内予備２００ 

 

名）。また，２０１２年４月１５日～９月１５日の６ヶ月

間，ポーランド空軍Ｍｉｇ２９部隊（４機及び要員１００

名：部隊名「Ｏｒｌｉｋ４」）のＮＡＴＯバルト空域監視ミッシ

ョンへの派遣についても大統領に上申された。同任

務に対し，ポーランドは２００６，２００８及び２０１０年

にも部隊を派遣している。 

 

コパチ下院議長，チェコ訪問【２２日】 
 ２２日，コパチ下院議長は，チェコを訪問し，ニェム

ツォヴァ・チェコ下院議長と会談。両国下院議会間の

協力について協議し，両議会の経済，財務及び外交

委員会間の協力に合意したほか，両議会幹部によ

る定例会合の開催について検討。

 

経    済 
 

石炭鉱業部門が過去最高収益【１６日】 

公式の結果は発表されていないが，市場専門家

や各企業は，２０１１年は石炭セクターにとって最良

の年の一つだったと見込んでいる。２０１１年，石炭

鉱業部門の５大会社（ＪＳＷ，ＮＷＲ，ボグダンカ，コ

ペックス，ファムール）の合計で，収入は２００億ズ

ロチ，純利益は３２億ズロチを超えた模様。専門家

は，好調な経済環境，石炭価格の上昇に加え，大

規模鉱山の資金状態の改善が要因である旨述べ

ている。経済省は，石炭鉱業会社が２０１１年，約１

００％支出を増加させたとしている。 

 

ブルガリアがポーランド産卵の販売を禁止【２０日】 

２０日，ブルガリア政府は，採卵養鶏の飼育ケー

ジの大きさに関するＥＵ規則を遵守していない，ポ

ーランド養鶏農家の卵の販売禁止を決定。ナイデノ

フ・ブルガリア農業相は，２４万８千個のポーランド

産卵の販売禁止を発表。同相は，記者会見の中で，

ブルガリア動物衛生担当局がポーランド産卵の販

売禁止措置を決定したのは最近３週間で２回目と

なる旨述べた。 

 

バイオガス･プラントが今後ブームになる見込み【２

１日】 

政府は，各地方自治体が２０２０年までにバイオ

ガス・プラントを所有することを望んでいる。農業・

農村開発省は，ポーランドには年間１７億立方メー

トル相当のバイオガスを生産するだけのバイオマス

資源が存在すると見積もっている。プラヴダ在独ポ

ーランド大使は，ドイツで開催されたバイオガス・ワ

ールド・フェアーにおいて，「ドイツにはバイオガス･

プラントが７，０００箇所あるのに対し，ポーランドに

は２００箇所しかない，ポーランドは再生可能エネ

ルギーに更に取り組む必要があり，風力発電ブー

ムに続いて，現在バイオガス・ブームを見込んでい

る」と述べた。 

 

家計貯蓄が間もなく１兆ズロチに【２２日】 

ジェチポスポリタ・オンライン版によると，経済危

機にもかかわらずポーランド国民の貯蓄は急速に

伸びており，間もなく１兆ズロチに達する見込み。昨

年の家計貯蓄は前年比６％上昇し９，６７０億ズロ

チで，その約半分は銀行預金となっている。銀行預

金総額は２０１１年前年比で１３％上昇。専門家は，

２０１２年は個人年金口座と定期預金の人気が高ま

ると予想している。国民はリスク資産による運用に

は慎重で，２０１１年の株式市場の停滞により投資

ファンドは顧客を６％減らしている。 

 

FDI２０１１年実績及び２０１２年見通し，何れも良好

【２２日】 

プルスビズネス紙は，中央銀行の２０１１年のＦＤ

Ｉは９９億ユーロに達し，２０１０年より５０％増加する

見通しと報じている。経済省は２０１２年ＦＤＩ見通し

について，１５０～２００億米ドルで２０１１年の１４２

億米ドル（ＵＮＣＴＡＤ発表値）を上回ると予想。また，

同省によると，２０１１年に登録された外資系企業

数は２，７９７社で，現在登録されている同企業総

数は５３，０００社で，全ポーランド企業の約２５％を

占める。 

 

２０１１年財政赤字が当初案より縮小【２２日】 

財務省の２２日の発表によると，２０１１年の財政

赤字は，当初見込みの４０２億ズロチに対し，２５１

億ズロチであった。支出の削減（１０７億ズロチ）及

び収入増により，赤字は１５１億ズロチ抑えられた。

累積債務は，２０１１年ＥＳＡ９５ではＧＤＰ比５６．

６％，政府計算では同５３．８％となった。国内法で



Poland Weekly Review                                         Embassy of Japan in Poland 

 - 4 - 

は痛みを伴う調整の発動を避けるため，同債務が

５５％を下回らなければない。ロストフスキ財務相

は，「２０１２年後半にはポーランドはＥＵの財政監

視プログラムの対象から外れると見込んでいるが，

その後も２０１５年までに財政赤字がＧＤＰ比１％と

なるまで断固として赤字を削減していく」とコメント。 

 

欧州委員会がイノベーション経済プログラム向け補

助金の拠出を停止【２３日】 

欧州委員会のトン・ヴァン・リーロップ広報官は，

ポーランドにおける地域プログラムであるイノベー

ティブ経済プログラム向けとなる，約３億１，２００万

ユーロの支払いを停止した旨発表。同委員会は，

このプログラムの運用・管理をしているポーランドの

制度に深刻な欠陥があると指摘。特に，公共契約

に関わる入札過程の問題が，繰り返し指摘されて

いる。ポーランドは，本件に対する説明及び解決策

を示すため，３か月の期間を与えられ，欧州委員会

は，この問題が解決するまで同プログラムへの新

たな申請を受け付けないと説明している。 

  

社    会 
 

心筋梗塞による死亡減少【１７日】 

 ポーランドでは心筋梗塞などの冠動脈心疾患によ

る死亡数が１９９１年から２００５年の間に半減。その

理由は，ライフスタイルの変化によるリスク因子の減

少（男性は喫煙率の低下，女性は高血圧の減少）及

び治療法の進歩によると考えられる。 

 

大使館からのお知らせ 
 

平成２４年度分教科書の配付について 

大使館では，ポーランド在住の邦人子女を対象に，平成２４年度分教科書を配付いたします（ワルシャワ日

本人学校に通学しているお子様には学校から配付されますので，今回の配付の対象とはなりません）。詳しく

は下記ＨＰをご覧ください。 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/konsulat/j_20120201.html 

 

ヴロツワフ領事出張サービスについて 

大使館は，３月３日（土）１０時から１３時までの間，Ｈｏｔｅｌ Ｍｅｒｃｕｒｅ Ｗｒｏｃｌａｗ Ｐａｎｏｒａｍａ（Pl. 

Dominikanski 1, 50-159, Wroclaw）において，領事出張サービスを実施します。詳しくは，下記ＨＰをご覧下さい。 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/konsulat/ryoji_sabisu_0112.pdf 

 

東日本大震災義捐金受付について 

当館における東日本大震災義捐金受付は，平成２４年３月３１日（土）までに延長いたしました。詳しくは下記

ＨＰをご覧下さい。 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/jishin/gienkin_j.htm 

 

文化行事・大使館関連行事 
 

〔開催中〕 日本ポーランドふろしきデザインコンテスト受賞作品展示 【２月２日（木）～２９日（水）】 

在ポーランド日本国大使館広報文化センターにて，「日本ポーランドふろしきデザインコンテスト」の受賞作品

展示が開催されます。同ふろしきコンテストは，国際交流基金と当館共催により，文化・国民遺産省及びワルシ

ャワ美術大学の協力を得て，昨年１０月～１１月に実施されたものです。審査の結果選ばれた１２点の作品を，

広報文化センター展示ホールにてご覧いただくことができます。入場は無料です。 

問合せ先・開催場所：当館広報文化センター（住所：Al.Ujazdowskie 51, Warszawa，電話：22-584-7300， Ｅメー

ル：info-cul@emb-japan.pl） 

 

〔開催中〕 展示会「浮世。日本美術からインスピレーションを受けたヤン・スタニスワフスキとその弟子の絵」 

【２月２１日（火）～５月３１日（木）】 

狩猟・乗馬博物館にて，日本美術技術博物館との協力により，「浮世。日本美術からインスピレーションを受

けたヤン・スタニスワフスキとその弟子の絵」と題する展示会が開催されています。風景画をテーマにした展示

で，モダニズム派のポーランド人画家による作品及び日本の浮世絵が展示されます。入場料は大人３ＰＬＮ（木

曜日は入場無料です）。 
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問合せ先・開催場所：狩猟・乗馬博物館（住所：Ul. Szwolezerow 9, Warszawa(ワジェンキ公園敷地内)，電話：22 

522 66 30， Ｅメール：mlij@muzeum.warszawa.pl） 

 

〔開催中〕 「着物対スーツ ６０年代の日本」写真展 【２月２３日（木）～３月２４日（土）】 

ワルシャワのフォトプラスィティコン・ギャラリーにて、ワルシャワ蜂起博物館主催による、「着物対スーツ ６０

年代の日本」と題した写真展が開催されています。写真展のほか、茶道デモンストレーションや折紙ワークショ

ップ等が予定されています。 

問合せ先・開催場所：ワルシャワのフォトプラスィティコン（住所：Al. Jerozolimskie 51, 電話：22 629 60 78，Ｅメ

ール：fotoplastikon@1944.pl ，ホームページ：http://fotoplastikonwarszawski.pl/） 

 

〔予定〕 「友情は，津波にも負けない！」 チャリティコンサート 【２月２７日（月），３月２日（金）】 

プウォツク及びクラクフにて，「プウォツクの子供たち」民族舞踊団主催による，宮城県の被災者のためのチ

ャリティコンサートが開催されます。三味線演奏者である市川響氏の演奏も予定されています。入場料は被災

者支援のために寄付されます。 

問合せ先： HZPiT Dzieci Plocka (住所：Jachowicza 34, Plock, 電話：24 262 31 45，Ｅメール：

kontakt@dzieciplocka.pl，ホームページ：http://www.dzieciplocka.pl/) 

開催場所： 

２月２７日（月）： Teatr Dramatyczny im. J. Szaniawskiego w Plocku （住所：Nowy Rynek 11, Plock, 電話：24 

266 38 00，Ｅメール：teatr@teatrplock.pl ） 

３月２日（金）： Nowohuckie Centrum Kultury (住所：Al. Jana Pawla II 232, Krakow, 電話：12 644 02 66，Ｅメ

ール：nck@nck.krakow.pl) 

 

〔予定〕 武蔵野美術大学の学生による日本現代美術展示 【３月１日（木）～２日（金）】 

当館広報文化センターにて、武蔵野美術大学の学生による日本現代美術展示が開催されます。学生達が

初めてポーランドを訪問し、それぞれの作品を披露します。入場は無料です。 

問合せ先・開催場所：在ポーランド日本大使館広報文化センター（住所：Al. Ujazdowskie 51, Warszawa、電話：

22 584 7300，Ｅメール：info-cul@emb-japan.pl） 

 

〔予定〕 「Ｚｙｗｉｏｌ」 チャリティコンサート 【３月５日（月）】 

クラクフのフィルハーモニーにて、京都クラクフ基金主催により、東日本大震災地気仙沼市市民への義援活

動を目的とするチャリティコンサートが開催されます。集められた募金は当館の義捐金口座を通して日本へ送

金される予定です。 

問合せ先：日本美術技術博物館「マンガ」（住所：M. Konopnickiej, Krakow, 電話：12 267 27 03，Ｅメール：

fundacja@manggha.krakow.pl ，ホームページ：http://www.manggha.krakow.pl） 

開催場所：クラクフ・フィルハーモニー （住所：Zwierzyniecka 1, Krakow, 電話：12 619 87 21，Ｅメール：

fk@filharmonia.krakow.pl ，ホームページ：http://www.filharmonia.krakow.pl/） 
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この資料は，ポーランドの政治・社会情勢を中心に，各種報道をとりまとめたものです。 

報道をベースにしておりますので，記載事項の信頼性については責任を負いかねます。 

記載事項は在ポーランド日本国大使館の見解を示すものではなく, 特定の団体・個人の利益を代表するもので

はありません。 

 

皆様からの情報提供をお待ちしています 

大使館では，読者の皆様に幅広くポーランドの情報をお伝えするため，皆様からの情報をお待ちしています。社

会・生活情報やおすすめのイベント，困ったことなど，皆様に伝えたいと思われる情報があれば，下記のアドレスま

でご連絡ください。（営利目的など，内容によっては対応できかねる場合もありますのでご了承ください。） 

 

【お問い合わせ・配信登録】 

本資料は，ポーランドに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。 「新たに配信を受けたい」，「送

付先メールアドレスを変更したい」，「配信を停止したい」等の依頼につきましては，下記のアドレスまでご連絡くださ

い。                             

大使館ウェブサイト（http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm）も併せて御覧ください。 

在ポーランド日本国大使館 newsmail@emb-japan.pl 

（ご連絡は電子メールでお願いします。） 


